
担当：総務部財政課

平成３１年度当初予算の主要事業

一般会計等 （単位：千円）

事 業 名 金額

○学校教育の充実 13,300

白石学びの環境づくり事業

○心のケアプロジェクト 150

○第六次白石市総合計画・第三次白石市国土利用計画策定事業 15,951

○地方創生推進交付金事業 323,295

○市民バス運行事業 71,000

○定住の促進 5,000

わくわく地方生活実現政策パッケージ

○東北観光復興対策交付金事業 61,753

○白石スキー場整備事業 129,600

○有害鳥獣対策 36,968

有害鳥獣被害防止対策事業

平成３１年度　当初予算概要

平成３１年度一般会計当初予算は、141億3,533万2千円。前年度当初予算に比べ、

4億8,578万3千円（△3.3％）の減となっており、４年連続のマイナス予算となりま

した。

これは、中河原白石沖線街路事業、参議院議員選挙等に係る選挙費、仙南地域広域

行政組合負担金などの増加はあるものの、白石市外二町組合への繰出金、地方創生

推進交付金事業、地方道路整備事業などの減少によるものです。

　主な事業の詳細は別紙１から９のとおりです。
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［別紙１］
平成３１年２月議会記者会見資料

平成３１年度当初予算関係

白石学びの環境づくり事業

総括担当：教育委員会学校管理課

本市の将来を担う子ども達に「生きる力」を身に付けさせるためには、学ぶ力、

意欲を育て、伸ばすことが最重要課題であり、ソフト・ハード両面から、教育環境

づくりを推進します。

１学力向上プロジェクト事業

○白石市学力・学習状況調査の実施 １，０３０千円

子ども一人一人の力がどれだけ伸びたのかを客観的なデータで把握すること

で、各学校の授業改善につなげます。

[歳出]１０款教育費１項教育総務費３目教育振興費

７事業学力向上プロジェクト事業(５，７４１千円）

１３節学力調査業務委託料

２教育環境の整備

○タブレット型パソコン等の配置 ８，１２０千円

生徒用パソコンを全てタブレット型に更新することにより、可動性が広がる

とともに、電子黒板との連携向上など汎用性の向上を図ります。

[歳出]１０款教育費１項教育総務費３目教育振興費

２事業一般管理的経費１４節使用料及び賃借料

３国際理解教育の促進

○白石市国際交流支援協議会補助金 ４，１０５千円

オーストラリアへの中学生派遣事業の派遣生徒数を６名から８名に増加（事

業主体の白石市国際交流支援協議会に対する補助金の増額）。市の代表として

積極的に英語力の向上、異文化理解を図ろうとする生徒を派遣し、国際理解教

育の促進へとつなげます。

[歳出] ２款総務費１項総務管理費１６目国際交流費

２事業国際交流事業費１９節負担金補助及び交付金

４心のケア対策

○教育関係者の相談窓口設置 ４５千円

本市の「心のケアプロジェクト事業」の一環として、不登校の問題など、児

童生徒の心のケアにあたる教育関係者の相談体制をつくります。

[歳出]１０款教育費１項教育総務費３目教育振興費

６事業一般管理的経費８節報償費
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［別紙２］
平成３１年２月議会記者会見資料

平成３１年度当初予算関係

心のケアプロジェクト事業

担当：保健福祉部

地域包括支援センター

子ども家庭課

健康推進課

高齢者を支える方々のメンタルヘルス相談をはじめ、子どもへの関わり方や子

育て中の母親の心の相談に、精神科医のご協力をいただき取り組むもので、問題

となっている対象者そのものではなく、対象者を取り巻く利害関係者（家族、事

業者、職場関係者など）の心の相談を受けるなどサポートを充実させて、支援者

を対象とした精神保健活動及び心身の健康維持を図ります。

○事業概要

１高齢者部門：「介護家族及び支援者のこころの健康事業」

高齢者の介護家族や介護事業者などに精神科医が個別面接や助言を行うこ

とで、高齢者を支える方々の心の健康保持に努めるとともに、個別支援の事

例検討会の開催などにより関係者のスキルアップにつなげます。

[歳入] 介護保険特別会計

保険料（第１号被保険者保険料） ２０千円

国庫支出金（地域支援事業交付金） ３４千円

県支出金（地域支援事業交付金） １７千円

[歳出] 介護保険特別会計

３款地域支援事業費３項包括的支援事業・任意事業費

２目包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費

２事業包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費

８節報償費 ９０千円

２子ども部門：「保育の質の向上のための研修事業」

発達障がいや行動が気になるお子さんへの保育士の関わり方や事例の研修を

行います。
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[歳入] 一般会計

国庫支出金

子ども・子育て支援体制整備総合推進事業補助金 ７千円

[歳出] 一般会計

３款民生費２項児童福祉費４目保育園費

２事業保育園運営費

８節報償費 １５千円

３母子・乳幼児部門：「母子、乳幼児等メンタルヘルス事業」

子育て中の母や虐待のおそれがある母のメンタルヘルスに関する支援を行

うため、個別相談や支援スタッフ向けの研修会を開催します。

[歳出]：一般会計

４款衛生費１項保健衛生費３目予防費

６事業母子保健事業

８節報償費 ４５千円
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［別紙３］
平成３１年２月議会記者会見資料

平成３１年度当初予算関係

第六次白石市総合計画・第三次白石市国土利用計画

策定事業

担当：総務部企画情報課

本市の目指すべき将来像とその実現に向けた基本的な方針を示して各分野の施

策を実施し、戦略的かつ効率的な行政運営と特色あるまちづくりを進めるために、

計画期間を平成３３年度から平成４２年度までの１０年間とする第六次白石市総

合計画（基本構想・基本計画）を策定します。

また、総合計画が目指す目標に土地利用の観点から貢献するための計画である

国土利用計画についても、本格的な人口減少・高齢化に伴い、土地利用状況にも

変化が生じていることから、今後の土地利用の方向性を示すために、第三次白石

市国土利用計画を策定します。

平成３１年度は、現況分析、基本構想及び基本計画の素案の検討を行うととも

に、第五次総合計画における各地区のまちづくり宣言を深化させ、地域課題の解

決に向けて、地域住民が主体となって地域づくりをさらに進めるために、地域づ

くりの専門家による研修会などを開催します。加えて、白石市総合計画審議会を

設置し、本格的に第六次総合計画の策定作業を進めます。

[歳出] ２款総務費 １項総務管理費 ７目企画費

２事業企画関係経費

１節報酬 １６５千円

８節報償費 ７８６千円

１３節委託料 １５，０００千円

合計１５，９５１千円
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［別紙４］
平成３１年２月議会記者会見資料

平成３１年度当初予算関係

地方創生推進交付金事業

総括担当：総務部地方創生対策室

国から地方創生推進交付金事業の採択を受け、「農産物ブランド化・６次産業化」「伝

統産業継承」、「移住・定住促進」「まちの賑わい創出」等、様々な地方創生事業を積

極展開し、地方創生総合戦略の着実な推進を図ります。

①「次世代につなぐ稼げる農山漁村づくり事業」２６３，３１７千円

宮城県と白石市が連携して、特産品や観光資源，伝統工芸等の地域資源を活用し

て交流人口の拡大を促しながら，産地としての魅力向上に取り組むとともに，６次産

業化による産品や加工品の販路拡大を推進しようとするものです。

○農商工連携を核とした賑わい交流拠点整備事業 １６０，０００千円

地方創生の一大拠点「しろいしＳｕｎＰａｒｋ」内に６次産業チャレンジ法

人が整備予定の農産物・加工品等食事提供施設「みのりＫｉ ｔｃｈｅｎ」及び

商品開発・研修施設「みのりＬａｂｏ」建設に対する支援を行おうとするもの。

（７款商工費１項商工費２目商工業振興費）

○日本一の米復活プロジェクト事業 ３，１７９千円

・食味日本一の「しろいし米」復活プロジェクト推進事業 2,879千円

同プロジェクトに対してササニシキ作付支援として栽培実証経費、販

売促進・ＰＲ活動経費等について補助を実施し、作付面積の拡大、経

営安定化に向け支援しようとするもの。
（６款農林水産業費１項農業費４目農業振興費）

・白石の食材を活用した食育事業 300千円

子育て支援・多世代交流複合施設事業の一つとして､地元食材の大

切さを世帯間で共有することを目的に料理教室等のイベントを開催。

（３款民生費２項児童福祉費８目子育て支援・多世代交流複合施設費）

○６次産業チャレンジ法人支援事業 ８７，０００千円

６次産業チャレンジ法人が市の支援により平成30年７月に加工施設「み

のりＦａｃｔｏｒｙ」を整備し試験操業開始。同法人に対し自立化に向

け生産体制の確立・販路拡大等への支援を継続実施しようとするもの。

農産物の一次加工（野菜・果樹等の規格外・余剰産物の有効活用）､

レトルト食品の製造、料理教室・食育活動等を計画。
（７款商工費１項商工費 ２目商工業振興費）

○しろいし農産物ブランド化推進事業 １，９６９千円

・農産物収穫等イベントＰＲ事業

おもしろいし市場のオープンに伴うイベント・ＰＲの強化を実施。
（６款農林水産業費１項農業費４目農業振興費）
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○伝統産業継承事業 ３，９６９千円

こけし工人の後継者育成・白石和紙の製造技術の伝承を支援
・伝統こけし工人後継者育成事業 2,514千円

・伝統産業（白石和紙）継承事業 1,455千円

（７款商工費１項商工費２目商工業振興費）

○白石の魅力向上を推進する事業 ７，２００千円

・城花町しろいし事業 4,000千円

花と緑を活用した白石の魅力向上に向け、スパッシュランドパークの

植栽強化を始め、市民とともに花木の植栽等に取り組もうとするもの
（ ８款土木費４項都市計画費２目公園費 3,030千円）

（１０款教育費５項社会教育費６目地域支援費 970千円）

・白石ブランド魅力向上事業 3,200千円

ソーシャルメディアから収集したデータやワークショップ結果をもとに若

い世代を中心に賑わい創出に向けたワークショップ等を開催し新たなイ
ベントや施設運営等の検討を進めるもの。

（２款総務費１項総務管理費７目企画費）

②「地域資源をフル活用した賑わいまちづくり事業」２７，１０９千円
地域資源の磨き上げや伝承を行いつつ、体験型・着地型観光の充実やイベントの開

催、効果的なプロモーション推進を通じて、地域経済の活性化と稼ぐ力の向上、交流

人口の拡大を進めていこうとするものです。

○地域ブランド（新白石三白）創出推進事業 ５，５００千円

「白石市地域ブランド（新白石三白）推進事業」として、「白石三白（和紙・

温麺・葛）」に代わる新たな地域ブランド「新白石三白」として、白のイメージ

にこだわった一次産品や加工品、料理メニュー、工芸品等のブランド化に向け、

白石商工会議所を通じてブランド認定や、当該産品を用いて地域活性化を図る事

業者を支援するもの。

（７款商工費１項商工費２目商工業振興費）

○戊辰戦争１５０年関連事業 ７，８５２千円

白石城や「世良修蔵の墓」といったゆかりの史跡をフル活用し、更なる

魅力向上のための「しろいし慕心プロジェクト」イベント及びキャンペー

ンの開催等を通じて、賑わいの創出や交流人口の拡大を図るとともに、市

民が地域の魅力を再発見し、誇りや愛着を持つことを目指そうとするもの｡

平成31年度は登別市や札幌市白石区への移住を説明したパンフレットや

白石の風景写真をまとめたフォトブックの制作を行うことを計画｡

・戊辰戦争150年にちなんだ歴史伝承・魅力発信事業

（２款総務費１項総務管理費７目企画費） 7,736千円

（10款教育費５項社会教育費４目文化財保護費） 116千円

○地域資源の魅力掘り起こし・創造事業 １３，７５７千円

・大坂夏の陣再現イベント（鬼小十郎まつり）強化事業 7,000千円

・甲冑試着体験強化経費 2,183千円

（２款総務費１項総務管理費７目企画費）

・フィルムコミッション強化事業 4,574千円

（７款観光費１項商工費４目観光費）
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③「住みたい・住み続けたいまちしろいし事業」 ３２，８６９千円
本市に在住している学生等の若者の定住やＵＩＪターンを促進するため、地元企業

と経済団体等の連携を進め、企業やまちの魅力を発信し、周知する取り組みを強化し

ようとするものです。

○白石市移住交流サポートセンター運営事業 ３２，０８０千円

・移住・定住者の相談窓口や空き家情報の提供、お試し住宅の運営

・首都圏等への関連情報発信､各種移住フェア等への参加

・高校生・大学生等を対象とした体験ツアーの企画等

（２款総務費１項総務管理費８目定住促進費）

○起業・継業セミナー開催経費 ４８９千円

平成30年８月に国から認定を受けた「白石市創業支援等事業計画」に基づき、商

工会議所や関係機関と連携を図り、「創業塾」開催により創業の後押しや創業者の

スキルアップを図ろうとするもの。

（７款商工費１項商工費２目商工業振興費）

○ＩＣＴ技術に対応した次世代技術者育成支援経費 ３００千円

民間団体が市内に開設した高校生や自治体職員等向けドローン等ＩＣＴ技術の習

得・体験スクールの運営支援を行い、人材育成を促進しようとするもの。

（２款総務費１項総務管理費７目企画費）

［歳入］ 国庫支出金

地方創生推進交付金 １６１，６４５千円

［歳出］ 地方創生推進交付金事業（合計） ３２３，２９５千円

-14-



［別紙５］
平成３１年２月議会記者会見資料

平成３１年度当初予算関係

市民バス運行事業

担当：総務部企画情報課

「白石市民バス」（愛称：きゃっするくん）については、市民の通学、通院、

買い物など日常生活の足として親しまれています。

また、平成２９年６月に策定した本市地域公共交通のマスタープランとなる「白

石市地域公共交通網形成計画」に基づき、運行時刻や路線などの見直しを行い、

利用者の利便性の向上を図っています。

平成３１年度は、越河線及び白川線において中学校に統合に伴う中学生の登下

校に対応した運行時刻への変更などの運行計画の見直しを行い、効率的で効果的

な運行に努め、引き続き便利で快適なまちを目指し、市民バスを運行します。

さらに、昨年１０月から開始した「中心市街地循環便」は、平成３１年度も試

験運行を継続し、年間を通じた乗車人数などの推移を見ながら、今後の継続運行

を検討します。

[歳出] ２款総務費 １項総務管理費 ７目企画費

７事業市民バス運行管理事業

１３節委託料 ７１，０００千円
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［別紙６］
平成３１年２月定例記者会見資料

平成３１年度当初予算関係

定住の促進

○わくわく地方生活実現政策パッケージ

担当：企業立地定住促進課

国は、東京一極集中を是正するとともに、地方の担い手不足を解消すること

を目的に地方創生推進交付金（移住・起業・就業タイプ）にかかる新たな支援

制度として移住支援・就業支援事業（わくわく地方生活実現政策パッケージ）

を創設（H30.6.15閣議決定）しました。

宮城労働局の統計によれば、県内の有効求人倍率は県北部を中心に高い値

（1.67倍）となっていますが、本市においても1.35倍と高く、企業からは、人

手不足の声が多く上がっている現状です。

今回、本事業の創設にあたり、宮城県では、県が窓口となって県内の市町村

に意向調査を行い全市町村が実施の意思を示したことで、実施計画を策定する

ことになりました。交付申請にあたっては、都道府県が代表となり、市町村と

連盟で申請することになります。

この交付金事業のうち移住支援事業については、東京２３区在住者（及び東

京圏域からの通勤者）が地方へＵＩ Ｊターンする場合で、宮城県が指定する中

小企業へ就業することにより最大で１００万円が補助されます。配分額は、宮

城県枠で２００世帯分が見込まれていて、うち本市においては５世帯分を申請

する予定です。

○事業概要

・実施主体：宮城県が交付金の受け入れ窓口になって市町村に予算を配分し、

市町村が主体となって実施

・対象者（移住要件）：以下の①・②・③又は①・②・④の全てに該当する者

①みやぎ移住サポートセンターに登録した者

②就業先が、宮城県が指定した中小企業（市町村が推薦）であること。

③東京２３区在住者（連続５年以上在住が条件）

④東京２３区への通勤者（東京圏に連続５年以上在住が条件）

・支援金限度額：世帯は100万円、単身世帯は60万円

[歳入] 県支出金

宮城県移住支援事業負担金 ３，７５０千円

[歳出] ２款総務費 １項総務管理費 ８目定住促進費

２事業定住促進事業

１９節負担金補助及び交付金 ５，０００千円
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［別紙７］
平成３１年２月議会記者会見資料

平成３１年度当初予算関係

東北観光復興対策交付金事業

担当：市民経済部商工観光課

○OneZaoインバウンドプロモーション事業
広域観光周遊ルート「日本の奥の院・東北探訪ルート」形成計画観光拠点地区

「蔵王・山寺」をＰＲするため、蔵王連峰を取り囲む本市を含む６市町が連携し、

「蔵王（ＺＡＯ）」エリアの観光コンテンツを海外に紹介するプロモーション活

動を実施します。

○事業概要

・海外旅行博（台湾・タイ）

・ファムトリップ及び商品造成（台湾・タイ・中国・香港）

・海外メディア広告（台湾・タイ）

・プロモーション動画製作（台湾・タイ向け）

・共通パンフレット作成（繁体字・タイ語・英語）

・ＢtoＢ海外営業活動（中国・香港）

・ホームページ及びＳＮＳによる情報発信

・スキー関連施設の外国語対応強化

・旅館施設案内翻訳

・自転車ヒルクライムツーリズム造成事業

・ポタリングツーリズム造成事業

・甲冑試着体験・こけし絵付け体験事業

○連携自治体

宮城県：白石市・蔵王町・川崎町・七ヶ宿町

山形県：山形市・上山市

○ジャパンエコトラック（ロングトレイル）による

蔵王観光発信事業
北蔵王のロングトレイルコースをベースに、自転車やカヌー等人力による移動

手段で、自然を体感しながら地域の歴史や文化、人々との交流を楽しむ旅「エコ

トラック」へと発展させ、コース新設や延長及び派生ルートの充実を図り、蔵王

ブランドを確立し、蔵王エリアの魅力を発信することにより海外からの誘客を促

進します。
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○事業概要

・コース新設及び派生ルートの整備

・プロモーション

○連携自治体

宮城県：白石市・蔵王町・川崎町・七ヶ宿町

山形県：山形市

[歳入] 国庫支出金

東北観光復興対策交付金 ４９，３９７千円

[歳出] ７款 商工費 １項商工費 ４目観光費

４事業観光振興事業

９節旅費 ４８０千円

１１節需用費（印刷製本費） ４，７９６千円

１３節委託料 ５３，４５３千円

１８節備品購入費 ３，０２４千円

合計６１，７５３千円
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［別紙８］
平成３１年２月議会記者会見資料

平成３１年度当初予算関係

白石スキー場整備事業

担当：市民経済部商工観光課

みやぎ蔵王白石スキー場（以下「白石スキー場」）は、南蔵王東部中腹の酪農を中心と

した開拓農家の点在する地域に位置し、白石スキー場が唯一の主な公共施設です。

白石スキー場は、昭和４４年に観光及び冬季スポーツ振興のため民間業者が整備したも

のですが、平成９年に整備した民間業者が倒産し、白石スキー場は廃止の危機を迎えまし

た。しかし、白石スキー場は地域住民にとって重要な就労の場であり、他に経営を引き受

ける事業者がいなかったことから、雇用の確保と地域振興のため平成１１年に本市がスキ

ー場施設を引き受け、運営はＮＰＯ法人不忘アザレアが行うこととなり現在に至っていま

す。

本年度は、平成２７年度から実施している大規模な施設整備の最終年度になります。

今回の白石スキー場大規模改修により、将来に向けた施設利用の安全確保を図るととも

に、白石の冬を満喫していただける魅力ある施設づくりに努めます。

○事業概要

・ファミリーリフト（旧第５リフト）架け替え工事

[歳入] 市債

白石スキー場整備事業債 １２９，６００千円

［歳出］ ７款商工費 １項商工費 ８目白石スキー場費

２事業一般管理的経費

１５節工事請負費 １２９，６００千円
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［別紙９］
平成３１年２月議会 記者会見資料 

平成３１年度当初予算関係 

有害鳥獣対策

○有害鳥獣被害防止対策事業

担当：市民経済部農林課 

 有害鳥獣対策は、特に「イノシシ」による農林作物への被害が大きいことから、 

２９年度は１，３１８頭、３０年度も１月末現在で１，４４３頭のイノシシを捕獲し

ており、来年度も引き続き捕獲による個体数の調整を推進します。また、電気柵等の

設置者や狩猟免許取得者への助成を引き続き行うほか、箱わな製作の助成を継続し、

被害対策を強化します。  

○助成制度 

 ・鳥獣被害防止総合対策交付金      ２２，４４０千円 

    （鳥獣被害対策実施隊イノシシの捕獲・駆除費） 

     ※捕獲見込頭数 １，８００頭 

 ・農林作物鳥獣被害防止対策事業補助金   ５，６００千円 

    （電気柵補助  ５，０００千円）５万円×100戸 

        （箱わな製作補助   ６００千円）３万円×20基 

 ・農作物有害鳥獣対策協議会補助金     １，１００千円 

    （鳥獣被害対策実施隊傷害保険料など） 

 ・狩猟免許取得費助成金            ３６６千円 

    （狩猟免許受験手数料・講習会受講料） 

[歳出]  ６款 農林費 ２項 林業費 １目 林業総務費 

     ３事業 有害鳥獣対策事業    ３６，９６８千円 
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